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１ 目的 

宮古島市工事成績評定要領に基づく、宮古島市が発注する請負工

事に関する成績評定結果により、工事成績が優良な者には優遇措置

を行い、不良な者には一般競争入札及び指名競争入札において制限

措置を行う基準を設け、工事に関する技術水準の向上と不良・不適

格業者の排除を促進することにより、本市の入札・契約制度の公正

性・透明性を高め、工事の品質確保に資することを目的とする。  

 

２ 措置の対象 

宮古島市工事成績評定要領に基づく工事成績評定点により判定す

る。 

 

３ 優遇措置 

工事成績評定結果に関連する、宮古島市優良建設工事表彰規程に

基づく表彰を受けた者にあっては、次の優遇措置の対象とする  

 

（１）手持ち工事件数の制限を緩和する。  

（２）建設工事共同企業体においては、構成員の全てについて優遇

措置の対象とする。  

（３）優遇措置の対象期間は、表彰を受けた日から１年間とする。た

だし、優遇措置の対象期間中に制限措置を受けた場合には、優遇

措置を取り消す。 

 

４ 制限措置 

 工事成績評定結果に関連し、成績が不良な者にあっては、次の制

限措置の対象とする。  

なお、当該期間は、工事成績評定通知日の翌日（請負者から工事成

績評定に関する説明を求められた場合においては、回答を行った翌

日）から開始する。 

 

（１）60 点未満の評定点を取得した者については、次表のとおり入

札参加の制限措置の対象とする。 

評定点 制限期間 

５９点以下５５点以上 １月（３０日） 

５４点以下５０点以上 ２月（６０日） 

４９点以下４５点以上 ３月（９０日） 

４４点以下 ６月（１８０日） 



 

（２）４（１）の制限措置を行う際に、その措置に係る評定結果が決

定した時点から過去３年間において、60 点未満の評定点を取得

している場合、その取得回数に応じて、次表のとおりの制限期

間を追加する。ただし、この基準の適用年度以前の期間は含め

ないものとする。 

過去３年間での 60 点未満の取得回数 追加制限期間  

１回  ０月  

２回  １月（３０日）  

３回  ２月（６０日）  

 

（３）建設工事共同企業体においては、構成員の全てについて制限

措置の対象とする。  

 

 

附 則 

 この基準は、令和７年５月１日から適用する。 

 

 


